






























STEVEN BERRY, JOEL WALDFOGEL[2010]は、生産物 j に対する消費者 i の効用 uij＝θiδj－mc(δj)(θi
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は消費者 i の支払い意思額、δj は生産物 j の品質をあらわす。また価格 pi＝限界費用mc(δj) を仮定)とし
て、品質からの消費者の効用を最大にする条件を求めているが、品質δj そのものの定義はない。
一方、品質を明示する研究には、価格だけで品質を測る考え方がある。たとえばSteven M．Shugan〔1984〕










































































































業は、価格 P と平均可変品質費用 cq と固定品質費用 Fq を自由に調整する。そしてこれら P，cq，Fq に




　cn と Fn が所与とすると、結局、利潤Πは P，cq，Fq だけの関数となり、その利潤の決定には 3 つのルー
トがあることになる。1つ目は、 P と cq および Fq が販売数 Xを決め、このXが利潤の決定に影響を与え
るルートである。2 つ目は、この X が Fx（X）を通じて利潤の決定に影響を与えるルートである。前者は
品質費用と価格による利潤の最大化（山下） 99
P と cq および Fq が間接的に利潤の決定に影響を与えるルートであり、後者は二重の意味で間接的に影響
を与えるルートであるが、3 つ目は P と cq および Fq が直接に利潤の決定に影響を与えるルートである。








質費用 cq、平均可変品質外費用 cn のみを考察の対象とし、固定費用を単に F（一定）とする。すなわち、
本稿では、品質費用の中で固定品質費用は考慮に入れないこととした（固定品質費用を含めた品質の問題
は他の機会に譲りたい）。そして以下では他の変数は考慮しないことにし、所得水準は一定であるとする。
まず最初に、品質 ( ただし平均可変品質費用のみ ) を考慮に入れたときの需要曲線を求めてみよう。
　初期の価格が P1 であり、平均可変品質費用が cq1 であり、P1 と cq1 の組み合わせのもとでの販売数は
X1 であるとする（図 1参照）。
図１　品質(平均可変品質費用)を考慮したときの需要曲線
　cq が cq1 のもとでの需要曲線上で価格を P1 からΔP 下げて P1 ＋ΔP（この場合はΔP ＜ 0）の水準に
したときの販売数は、X1 ＋ΔXp とする。また、P1 の価格水準のもとで cq が cq1 ＋Δcq のときの販売数
はX1 ＋ΔXcq であるとする。なお、需要曲線は直線とする。
　このとき、（X1，P1）と（ X1 ＋ΔXp，P1 ＋ΔP）の 2点を通る需要曲線の式は、P＝ (ΔP／ΔXp)X ＋ (P1
－ΔP・X1 ／ΔXp) となる。
　次に、図 2において、P＝ P1 のもとで、平均可変品質費用 cq と販売数 Xの関係をあらわす直線X＝ A・
cq ＋ B が、(cq1，X1) と ( cq1 ＋Δcq，X1 ＋ΔXcq) の 2 点を通ることから、この直線の式は X ＝（ΔXcq ／
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図1．品質(平均可変品質費用)を考慮したときの需要曲線
X（販売数） 







Δcq)cq ＋ (X1 －ΔXcq・cq1 ／Δcq) となる。　　　　　　　
図２　平均可変品質費用(cq)と販売数(X)の関係(一般)





PがP1、（平均可変品質費用がcqのときの） Xが(ΔXcq ／Δcq)cq＋(X1－ΔXcq・cq1 ／Δcq)の点を通る直
線の式は、P＝(ΔP ／ΔXp)X－(ΔP・ΔXcq ／Δcq・ΔXp)cq＋P1－ΔP・X1 ／ΔXp＋ΔP・ΔXcq・cq1 ／
Δcq・ΔXpとなる。この直線は図1における一番右端の直線に対応している。この直線の式をXについて
解くと、X＝(ΔXp ／ΔP)P＋(ΔXcq ／Δcq)cq－ΔXp・P1 ／ΔP＋X1－ΔXcq・cq1 ／Δcq












　③式＝0より、P＝(－1／2)( ΔXcq・ΔP／ΔXp・Δcq－1)cq＋P1／2－ΔP・X1 ／ 2ΔXp＋ΔXcq・ΔP・
cq1／2ΔXp・Δcq＋cn ／ 2[＝P(cq)とおく]　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　…　④
∂2Π／∂P2＝2ΔXp ／ΔP＜０なので、この④式は、価格Pを動かすことにより利潤Πを最大にしようと
するとき、利潤Πを最大にする価格 P をあらわしている。④式をみればわかるように、この価格 P は平
均可変品質費用cqと関係がある式となっている。
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図 2.平均可変品質費用(cq)と販売数(X)の関係(一般) 







cq1 ／Δcq－ΔXcq・cn ／Δcq　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　⑤
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X=3cq+20  
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　では、価格 Pと平均可変品質費用 cq の双方を動かして、利潤を最大化することができるだろうか。
∂2Π／∂P∂cq＝ΔXcq ／Δcq－ΔXp ／ΔP、∂
2Π／∂cq∂P＝ΔXcq ／Δcq－ΔXp ／ΔPを代入すると、




cq)は極大値をとる２階の条件を満たさない。すなわち、Pと cq の双方を調整して利潤 Π(P，cq) の最
大化を図ることはできない。
　しかし、∂2Π／∂P2 ＜0と③式＝0より、特定の cq に対して利潤を最大化させる P(cq) を決めること
ができるし、∂2Π／∂cq2＜0と⑤式＝0より、特定の Pに対して利潤を最大化させる cq(P) を決めるこ




　初期の状態は、P が P1 であり、cq が cq1 であり、P1 と cq1 の組み合わせのもとでの販売数は X1 とし
ている（図 1参照）。cq が cq1 のとき利潤を最大化させる Pは P(cq1) であり、その最大利潤はΠ (P(cq1)，
cq1) である。図１では、cq ＝ cq1 の需要曲線上の、P1 に対応する点よりも P(cq1) に対応する点を選べば、
利潤をより大きくすることができる (P(cq1) に対応する点は最大利潤点だから）ことを意味する。
　cq が cqαとして特定の数値が与えられたとき、④式を満たす P(cqα) が利潤Πを最大化させ、その最大
利潤はΠ (P(cqα)，cqα) となる。また、cq が cqβ(cqα ≠ cqβ) として特定の数値が与えられたとき、④式を
満たす P(cqβ) が利潤Πを最大化させ、その最大利潤はΠ (P(cqβ)，cqβ) となる。
　cq が cqα のときの P(cqα) か cqβ のときの P(cqβ) のどちらかを選ぶ選択肢においては、Π (P(cqα)，cqα)



















　初期の状態は、Pが P1 であり、cq が cq1 であり、P1 と cq1 の組み合わせのもとでの販売数はX1 である。
PがP1 のとき利潤を最大化させるcqは cq(P1)であり、その最大利潤はΠ(P1，cq(P1))である。図１では、
P ＝ P1 の水平線上の、cq1 に対応する点よりも cq(P1) に対応する点を選べば、利潤をより大きくするこ
とができる (cq(P1) に対応する点は最大利潤点だから）ことを意味する。
　⑥式を満たす、P が特定の Pδ のときの cq(Pδ) が利潤Πを最大化させ、その最大利潤はΠ (Pδ，cq(Pδ))
となる。また、⑥式を満たす、P が特定の Pε(Pδ ≠ Pε) のときの cq(Pε) が利潤Πを最大化させ、その最大
利潤はΠ (Pε，cq(Pε)) となる。
　P が Pδ のときの cq(Pδ) か P εのときの cq(Pε) のどちらかを選ぶ選択肢においては、Π (Pδ，cq(Pδ)) ＞


























（注2）前述のHegji は、総費用 TCは C(X，Xq)(X は生産量，qは X1単位当たりの品質 )としてあらわされ、生産量Xの中の品質
Xq の向上が総費用を増加させると考えている。これも前述の、 STEVEN BERRY らは、品質を考慮にいれた場合の可変費用 C(qj，
δj) ＝ qjmc(δj)（qj は生産物 j の生産量、mc(δj) は品質の関数としての限界費用をあらわす）としている。ただ、この両者は、
費用だけで品質を測るというのではなく、品質が向上すれば費用がそれに対応して増えると言っているだけである。このような
考え方では品質を測ることはできない。
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